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◼ SAP ECC6.0の標準サポート切れが2027年（EHP未適用の場合は2025年）に迫っており、ERPを利用している各社ではSAP 
S/4HANA移行の検討が進められているが、既存の移行方式*1では様々な課題を抱えることとなっています

SAP S/4HANA移行の課題

SAP S/4HANAへの移行の価値を向上させる為に、ERPの既存の投資を活用しつつ

より高い柔軟性を持つことが出来る新しい移行方式のニーズが高まっています

*1：SAPが提唱する既存の移行方式は下記の2つ
Brownfield：既存ERP環境上にある全てのカスタマイズ、データ、アドオンをそのままSAP S/4HANAに移行する方法
Greenfield：ゼロベースで業務プロセスを見直し、SAP S/4HANAを新規で導入する方法

SAP ERPのお客様が直面する課題

SAP ERPの2027年
サポート期限

SAP ERPのサポート
期限が迫る中、SAP 
S/4HANAへの移行
期間の短縮化が

求められている

SAP人材の不足

特に高度なスキルが

必要な上流工程を

行える人材の不足
から、SAP S/4HANA
への移行実施の際
の不確実性がある

SAP S/4HANA移行
へのビジネス価値の
評価が困難

多額な投資に対して

ビジネスへの付加価値
が十分にあると感じる

ことが出来ず、CxOから
の支援不足につながる

予算への影響

ビジネス/ITに投資さ
れる予算上の制約

から、十分な変革を
行うことが難しい

新ソリューションの採用
とチェンジマネジメント

プロセス、ツール、テクノ

ロジーが大きく変わるこ

とに対して、現場の意

識改革や教育の戦略
的な対応が必要
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◼ Brownfield+ではデロイト独自のツールおよびSAPの標準機能を組み合わせ、影響調査、システムアップグレード、データ移行を高
品質に行います

◼ 同時にSAPシステムのクラウド移行やデロイトのマネージドサービスへの移行も選択が可能です

Brownfield+によるSAP S/4HANA移行

Upgrade to 
SAP S/4HANA

Platform 
Analyzer

SAPコアコンポーネントの

解析により、 SAP S/4HANA移行

にて対処する必要がある

主要な課題を特定します

シェルコピーでは既存の設定と

カスタマイズが全て保持されるのと

同時にシステムに 「データがない」

状態のため、システム変更に

対する柔軟性が高くなります

SAP S/4HANAのSimplification*2 

を採用し、必要なERP投資を

再利用。将来のビジネス

要件に応じた選択的な

データロードを実行します

不要な設定の削除

不要なコードの削除
改修及びNewGLなど

コードの修復

SAP S/4HANA マイグレーション 後処理前処理

*2：SAP S/4HANAへの移行の準備をより効率良く行えるように支援するため、SAP ERPからSAP S/4HANAへの変換に影響を及ぼす可能性がある変更内容が、「シンプル化項目カタログ」に含まれ
ている。それぞれのトピックは「シンプル化項目」と呼ばれており、関連するSAP Notesや緩和の可能性に関する記述がある。

現行本番

システム

ECC 6.0

Shell 
creation 
Scripts

ECC シェル

ECC 6.0

新S/4

SAP S/4HANA

自動
簡略化
BOTS

クラウド移行／

デロイトマネージド

サービスを選択可能

SAP S/4HANA

新本番

システム

Option 1 : マスタ/オープンデータのみ移行

Option 2 : マスタ/オープンデータに加え過去データも移行
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◼ Brownfield+を採用することで業務・システム変革、データ品質、コストといったそれぞれの観点でBrownfield・Greenfieldよりも
バランスの取れた移行を実現することができます

Brownfield+でバランスの取れたSAP S/4HANA移行

Brownfield Greenfield

業務変革（業務標準化やFit to 
Standard）やシステム変革（アドオ
ン削減やインスタンス構成変更等）
に柔軟に対応できるか

現行踏襲のため

SAP S/4HANAの
新機能の享受が

難しく、業務・

システム変革に

対する柔軟性は低い

標準化やアドオン削減

効果で業務・システム

変革に対する柔軟性は

高い

データクレンジングや

マスタ見直しも

行わないため、

データ品質の向上は困難

システムコンバージョンに

特化するため、コストは

相対的に低い

業務・システム変革

マスタデータ・トランザクションデータの

クレンジングや不要データの削除等に
柔軟に対応できるか

データ品質

ECC6.0からSAP S/4HANAへの移行を
行うにあたりどのくらいのコスト（シス
テム・ベンダー作業費等）が掛かるか

コスト

ECC6.0からSAP S/4HANAへの移行作
業にどのくらいの工数・リードタイムが
必要となるか

工数・リードタイム

SAPに習熟した人材がどれ程必要か

SAP人材

ビジネスダウンタイムにどれ程の期間
を必要とするか

ダウンタイム

データクレンジングによる

データ品質の向上が

期待できる

ビジネスプロセスの見直しや

カスタマイズ再設定

などシステムを

再構築することに

なるため、

コストは相対的に高い

一般的に

0.5～1年程度

構想策定も含めると

一般的に

2年以上を要する

業務プロセスとSAPに
精通した人材は少数で

対応可能

システムの刷新のため、

業務プロセスと

SAP導入に精通した
人材が比較的多く

必要となる

変革の

柔軟性向上

データ

品質向上

コスト削減

工数削減

要員削減

既存の全量データを

持ち込むため、

長期間（SAP社
の有償サービス

ZDOを利用の場合、
削減可能）

Brownfield+

既存アドオン資産を活

用しつつ、 SAP 
S/4HANAの新機能を

活用でき、

システム変革に対する

柔軟性は比較的高い

データクレンジングや

マスタ見直しを行う

ため、データ品質の

向上に対し

柔軟に対応可能

既存システムから

一部のデータを

移行するため、

コストは相対的に

中間程度

一般的に

1～2年程度

業務プロセスとSAPに
精通した人材は

比較的少数で

対応可能

データ移行時の

工夫により

短縮が可能

データ移行時の

工夫により

短縮が可能

短縮化
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◼ Deloitteの持つSAPケイパビリティにてSAP S/4HANAへの移行、その後の運用までを強力にサポートいたします

Deloitteの強み、Brownfield+の事例

構想策定、実行、運用までのEnd to Endのサービス

➢ 豊富な実績による実現性の高い構想・施策の立案やシステムインテグレーション・移行のサービス、そしてSAPシステムのク
ラウド化やインフラレイヤーからアプリケーションまでを一元管理するマネージドサービスの提供までを行っており、構想策定か
ら実行、運用までをワンストップで実現

SAP案件の実績、効率的なSAP S/4HANA移行を行う為の知見

➢ グローバルで3,000件を超えるSAP案件の実績を持ち、SAP S/4HANAにおいても数多くの構想策定、導入実績をグローバ
ルトップレベルで保有します

➢ SAP ERPからSAP S/4HANAに移行するためのDeloitte独自のツール群を持ち、SAP業界固有の深い知見と併せて効率的
な移行を実現します

グローバルケイパビリティ

➢ Deloitteグローバルネットワークに28,000人を超えるSAPのビジネスおよびテクノロジーのプロフェッショナルが貴社をサポートし
ます

➢ SAPパートナーオブザイヤーとして、SAPの最高の栄誉であるSAP Pinnacle Awardを数多く受賞、2023年度は他社を凌ぐ
5つの部門にて獲得

Brownfield+の事例

世界的半導体メーカー

自社のSAP ERP と買収した会社のSAP ERPのシステム統合及びSAP S/4HANA移行のパートナーとしてDeloitteを選択、移行
手法としてBrownfield+を採用

◼ 業務プロセスの標準化を進めることで機能の8割以上をSAP標準で充足

◼ Rise with SAPのサービスを利用しSAPシステムのクラウド化を行い、業務変革基盤として位置付ける

◼ 構想策定から1年8カ月で最初の本稼働を迎えることに成功

1

2

3

21年8月
Project キックオフ

23年7月
Wave2
本稼働

21年7月
フェーズ0
評価終了

21年11月
Wave1ビルド

23年1月
Wave1
本稼働

22年2月
Wave2ビルド

22年4月
Wave1テスト

21年4月
フェーズ0
評価

22年11月
Wave2テスト

2021 2022 2023
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